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岩岩岩岩石石石石のののの野野野野外外外外観観観観察察察察トトトトレレレレ－－－－ニニニニンンンンググググ改改改改善善善善のののの視視視視点点点点
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岩石教材について，従来の記載的分類中心の取り扱いの問題点を指摘するとともに，マクロな産

状からどのような成因にかかわる情報を読み取れるのかという事例を紹介した。さらに，防災教育

的視点から自然災害を予知し，回避する知恵を育てる教材として見直し，とくに人間生活とのかか

わりを重視した観察の方法について検討した。
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岩石の観察は、標本単位の記載的な、いわば

靜的な観点の取扱いに終始してしまうことが多

い。このことが「地球を構成する物質としての

岩石」に対する一般的な興味・関心を喚起でき

ずにいるという一つの原因ともなっている。

小論では、これらの地学教育における岩石の

取り扱いの問題点について具体的に指摘すると

ともに、その改善に向けて岩石のマクロな産状

の野外観察を重視し、technical termの習得の

みに終わりがちな岩石学習を見直し、岩石の成

因をdynamicに解釈したり、防災教育的視点と関

連させてアプロ－チする事例について紹介する。

１１１１ 問問問問題題題題のののの所所所所在在在在～～～～岩岩岩岩石石石石のののの観観観観察察察察にににに関関関関すすすするるるる従従従従来来来来のののの取取取取
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岩石、特に火成岩類の観察は、その組織の観

察とそこに含まれる造岩鉱物の識別に始まり、

その種類と組み合せに基づいての検討と命名を

ねらっているものが多い。しかし、岩石からど

のような情報を読み取り、その情報を活用して

どのような問題を解決していくのかといった課

題意識の面での弱さが認められる。

２２２２ 岩岩岩岩石石石石のののの観観観観察察察察ププププロロロロググググララララムムムムのののの検検検検討討討討とととと改改改改善善善善

(1) 形からのアプロ－チの重視。

野外で岩石を観察するに当たって、まず巡

検途中での足元の岩石の形に注目させ、その

形からどんな地学的情報が読み取れるのか検討

する。

(2) 足元の岩石と崖（露頭）を構成する岩石との

比較検討。

① 堆積岩か火成岩か？

野外で露頭が見えてきたら、まずその露頭

に近づいて、足元に落ちている岩石及び露頭

を構成している岩石が堆積岩系のものか、火

成岩系のものか検討する。

② 貫入岩か噴出岩か？

露頭を構成している岩石が、もし火成岩類

であったら、その岩石が貫入岩か噴出岩かを

検討する。

図１ 貫入岩か噴出岩か？

③ 岩石の生成環境のイメ－ジ化を図る。

(3) 岩石のマクロな構造の語る情報の読み取り。

① 露頭が堆積岩系で構成されている場合:

不整合か整合か、層構造の有無､堆積構造の

読み取りと堆積環境の解釈。

② 露頭が火成岩系で構成されている場合:

ｱ) 岩脈や節理の形態とその dynamicな解釈

（１次観察）～応力場の復元

ｲ) 岩石の表面構造の形態とそのdynamicな解

釈（２次観察）～マグマの流動方向の推定。
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ｳ) 岩石の組織のパターンとその解釈（３次

観察）～マグマの物理化学的性質の推定。

図２ 岩脈の節理と成因上の解釈

図３ 岩脈の形態と成因上の解釈

(4) 収集した情報の総合とスト－リ化

① 今､なぜこの岩体（岩石）がここにあるの

かの検討。

② 収集した個々の観察デ-タを時系列で組み

直しスト－リ化を図る。

③ 地形情報の読み取りと関連付けたトレ-ニ

ングへの発展～岩体の存在と地殻変動とを

関連付けた解釈の試み。

３３３３ 受受受受講講講講対対対対象象象象別別別別のののの岩岩岩岩石石石石観観観観察察察察トトトトレレレレ－－－－ニニニニンンンンググググのののの重重重重点点点点

(1) 現職教員研修におけるトレ－ニングプラン

図４ 現職教員研修における岩石の観察実習

① 自然観察の能力育成のためのトレ-ニング

の重視。～自然の階層性・歴史性・総合性を

踏まえた問題発見能力及び問題解決能力の開

発と育成。

② 具体的な事物･現象(物や証拠)に即しての

地学的な物の見方･考え方についてのトレ－

ニングの重視。

③ 何を調べると､何が分かるかのトレ－ニン

グ～観察の観点と手法の検討。

(2) 市民教育におけるトレ-ニングプラン

① 地学的事物･現象と人間生活の関わりの重

視。

② 野外の自然に親しむ中での､地学的な物の

見方や考え方の育成～変化と広がりでとら

える自然情報の読み取りと解釈のトレ－ニ

ング。

(3) 防災教育におけるトレ－ニングプラン

① 第四紀学的な観点の重視。～身近な事物

･現象から考える発想の重視。

② 応用地学的な観点による観察･実習の導入

～土木地質・土木(岩盤)工学的な実習の実施。

③ 岩石名の学習よりも岩石の構造･物性や質

の差異、風化、崩壊等を調べる観察の重視。

４４４４ ままままととととめめめめとととと今今今今後後後後のののの課課課課題題題題

(1) 岩石の観察を標本重視のものから露頭レベ

ルのマクロな産状の観察重視のものへと視点

の転換換を図る。～自然と認識の階層性を踏

まえた観察への改善。

(2) 岩石の観察を通しての「地学教育は何のた

めに行うのか」という原点の見直しの必要。

～果して岩石の名前を覚えることは重要なこ

とか？

(3) 地学における基礎学力と地学リテラシ－の

検討の必要。～個々の地学的事象に即した地

学リテラシ－の洗い出し及びその育成に向け

てのストラテジ－や具体的方法の構築。
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